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特集　青森県小学生スキー大会たけのこ保育園での「豆まき会」の様子
豆まきで心に住み着く悪い鬼を退治しました！
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青
森
県
小
学
生
ス
キ
ー
大
会
兼

２
０
１
８
全
日
本
中
学
生
・
小
学
生
選

抜
ス
キ
ー
大
会
青
森
県
予
選
会
が
２
月

２
日
・
３
日
に
わ
た
っ
て
ま
か
ど
温
泉

ス
キ
ー
場
で
行
わ
れ
、
町
内
各
小
学
校

の
児
童
た
ち
が
大
活
躍
し
ま
し
た
。

　

初
日
の
大
回
転
の
部
で
は
、
悪
天
候

の
中
、
選
手
た
ち
は
力
強
い
滑
り
を
見

せ
、
野
辺
地
小
６
年
の
新
山
胡
桃
さ
ん

が
３
位
入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。
そ
の

後
行
わ
れ
た
リ
レ
ー
競
技
女
子
の
部
で

は
若
葉
小
学
校
が
、
男
子
の
部
で
は
馬

門
ク
ロ
カ
ン
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
が
優
勝

し
、
共
に
２
連
覇
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

２
日
目
の
距
離
競
技
個
人
の
部
で

は
、
馬
門
小
６
年
の
亀
田
朝
陽
さ
ん
が

優
勝
、
若
葉
小
６
年
の
松
田
涼
那
さ
ん

が
３
連
覇
を
達
成
し
、
表
彰
式
で
と
び

き
り
の
笑
顔
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

青森県小学生スキー大会野辺地勢
　圧巻の活躍！ 兼２０１８全日本中学生・小学生選抜スキー大会青森県予選会

優勝・入賞　おめでとうございます！
　選手・関係者の皆様、お疲れ様でした！

大会記録（入賞・町関係のみ）

距離競技
◆３年男子
　１位　亀田　春輝（馬門）
　３位　島谷　粋明（野辺地）
◆４年男子
　３位　亀田　華来（馬門）
◆５年男子
　１位　横濵　竹琉（馬門）
　４位　熊谷　天良（馬門）
◆６年男子
　１位　亀田　朝陽（馬門）
　４位　五十嵐大翔（野辺地）
　５位　小形　直樹（馬門）
　６位　山田　琉偉（野辺地）
◆男子リレー
　１位　馬門クロカン
� スポーツクラブ
　３位　野辺地小学校

◆３年女子
　１位　熊谷　優羽（馬門）
◆４年女子
　１位　髙橋　桃華（若葉）
◆５年女子
　２位　手間本彩女（野辺地）
　５位　杉山　凛菜（馬門）
　６位　髙橋　凛華（若葉）
◆６年女子
　１位　松田　涼那（若葉）
　２位　荒川　友稀（若葉）
　５位　横濵　百夏（馬門）
◆女子リレー
　１位　若葉小学校
　３位　馬門小学校
　４位　野辺地小学校

大回転競技
◆６年女子
　３位　新山　胡桃（野辺地）

２連覇達成
！　リレー男

子

　　馬門ク
ロカンスポ

ーツクラブ

　　　　　
　　　　　

リレー女子
　若葉小学

校

馬門クロカンスポーツクラブ
亀田朝陽さん、小形直樹さん、横濱竹琉さん

馬門小６年　亀田朝陽さん 若葉小６年　松田涼那さん

野辺地小６年　新山胡桃さん

若葉小学校
髙橋桃花さん、松田涼那さん、荒川友稀さん
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た
ゆ
ま
ぬ
努
力
と

�

功
績
を
称
え
る

　

２
月
15
日
、
野
辺
地
町
・
野
辺
地

町
教
育
委
員
会
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
賞

授
与
式
が
行
わ
れ
、
個
人
１
２
９
人
、

19
団
体
が
受
賞
し
ま
し
た
。

　

中
谷
町
長
は
「
各
分
野
に
お
い
て
、

県
、
東
北
、
更
に
は
全
国
レ
ベ
ル
の

大
会
で
優
秀
な
成
績
を
収
め
ら
れ
、

当
町
の
栄
誉
を
も
高
め
て
い
た
だ
い

た
。
今
後
も
町
の
芸
術
文
化
の
普
及

及
び
発
展
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
並
び

に
競
技
力
の
向
上
の
た
め
、
よ
り
一

層
の
ご
尽
力
を
お
願
い
し
ま
す
」
と

祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

受
賞
者
一
覧�

《
敬
称
略
》

◆
野
辺
地
町
文
化
賞

◇�

文
化
特
別
賞　

野
沢
省
悟
（
現
代

川
柳
）、
中
村
京
子
（
謡
曲
）

◇
文
化
功
労
賞　

三
上
山
榮
藏

　
�

（
陶
芸
）、
西
野
秋
子
（
川
柳
）

　

濵
野
ア
イ
（
舞
踊
文
化
）

◇�
文
化
賞　

木
村
タ
ケ
、
熊
谷
洋
子
、

杉
山
留
美
子
、
和
田
紀
子
、
和
田

ひ
と
み
、
角
鹿
秀
子

◇
文
化
奨
励
賞

《
個
人
》
久
保
田
明
美
、
佐
藤
天
斗

◆
野
辺
地
町
教
育
委
員
会
文
化
賞

◇
文
化
優
秀
賞

《�

個
人
》
久
保
田
彩
夏
、
菱
沼
舞
音
、

下
田
倫
、
山
谷
啓
太
、
佐
藤
妃
菜

子
、
上
野
一
咲
、
本
間
夏
美
、
楠

風
花
、
杉
山
淑
子
、
本
間
美
里
、

冨
吉
尚
寛
、
小
川
結
子
、
成
田
麗

弥
、
野
中
稀
衣
、
岡
田
遥
翔
、
八

木
悠
羽
、
楢
舘
遥
、
熊
谷
咲
良
、

近
藤
気
唯
、
田
中
穂
摘
、
中
山
は

る
、
山
本
娃
綾
、
和
田
柚
紀
、
山

田
百
華
、
新
山
瑚
桃
、
天
内
琉
、

大
沢
真
央
、
甲
地
美
琴
、
成
田
陽

翔
、
澤
田
紗
恵
、
滝
澤
惟
菜
、
阿

部
凜
、
倉
岡
桜
愛
、
手
間
本
彩
女
、

木
村
心
絵
、
新
山
正
一
郎
、
藤
村

志
乃
、
蛯
沢
萌
那
瑚
、
伊
藤
江
里

芭
、
大
川
彩
麗
、
木
村
匠
来
、
亀

田
晃
汰
、
米
内
山
怜
央
、
山
田
鮎

葵
、
菅
本
美
空
、
三
浦
翠
、
木
村

陽
実
、
澤
田
理
紗
、
佐
藤
有
紗
、

松
舘
栞
奈
、
柏
葉
康
汰
、
小
泉
綺

香
、
鎌
本
咲
紅
、
久
保
田
璃
胡
、

柏
葉
総
悟
、
鳴
海
瑠
華
、
柴
崎
未

苑
、
木
村
沙
羽
、
亀
田
華
来
、
久

末
愛
結
、
熊
谷
優
羽
、
橋
本
悠
聖
、

矢
崎
昴
大
、
柴
崎
翼
、
藤
田
友
希

乃
、
横
浜
湊
斗
、
須
藤
杏
、
久
保

田
晴
香
、
髙
橋
和
慎
、
中
美
朔

《
団
体
》
友
香
そ
ろ
ば
ん
、

　

若
葉
小
学
校
（
珠
算
競
技
）

◆
野
辺
地
町
ス
ポ
ー
ツ
賞

◆
ス
ポ
ー
ツ
功
労
賞　

　

杉
山
勝
利
（
ス
キ
ー
競
技
）

◆
ス
ポ
ー
ツ
賞

《
個
人
》横
濵
汐
莉（
ス
キ
ー
競
技
）

◆
ス
ポ
ー
ツ
賞

《�

個
人
》
松
舘
拓
斗
、
横
濵
未
来
、

金
枝
健
斗
、
松
舘
由
樹
、
岡
山
う

ら
ら

《�

団
体
》
野
辺
地
高
等
学
校
ス
キ
ー

部
男
子
、
野
辺
地
中
学
校
（
空
手

道
競
技
）

《�
個
人
》
本
間
智
貴
、
坂
本
洋
一
、

枋
木
諒
、
平
尾
涼
太
、
坪
歩
夢
、

瀬
川
優
花
、
野
坂
大
貴
、
岡
田
汐

音
、
鈴
木
萌
愛
、
藤
田
颯
月
、
滝

沢
未
緒
、
村
山
陽
祐
、
村
山
璃
空
、

冨
吉
啓
恵
、
小
比
類
巻
遼
、
髙
野

幹
也
、
熊
谷
友
奏
、
沼
山
耕
弥
、

枋
木
陸

《�

団
体
》
野
辺
地
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
ク

ラ
ブ
男
子
、
野
辺
地
ハ
ン
ド
ボ
ー

ル
ク
ラ
ブ
女
子
、
野
辺
地
中
学
校

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
男
子
、
野
辺
地

中
学
校
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
女
子
、

八
戸
学
院
野
辺
地
西
高
等
学
空
手

道
部
、
野
辺
地
高
等
学
校
ス
キ
ー

部
女
子
、
野
辺
地
中
学
校
ス
キ
ー

部
女
子
、
野
辺
地
中
学
校
ス
キ
ー

部
男
子
、
野
辺
地
中
学
（
空
手
道

競
技
）、
野
辺
地
町
柔
道
協
会

◆
野
辺
地
町
教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
賞

◆
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
優
秀
賞

《�

個
人
》
杉
山
幸
子
（
グ
ラ
ン
ド
ゴ

ル
フ
競
技
）

◆
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞

《�

個
人
》
大
湊
響
、
蛯
沢
萌
那
瑚
、

中
美
朔
、
野
坂
美
心
、
蛯
名
純
嘉
、

松
田
涼
那
、
瀬
川
優
姫
美
、
蛯
名

恋
空
、
中
道
煌
誠
、
松
田
倖
宝
、

楢
崎
七
海
、
鳥
谷
部
光
優
、
横
濵

竹
琉
、
亀
田
春
輝
、
手
間
本
彩
女
、

髙
橋
桃
華
、
熊
谷
優
羽
、
亀
田
朝

陽
《�

団
体
》
野
辺
地
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
小
学
生
男
子
、
野

辺
地
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
小
学
生
女
子
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

野
辺
地
空
手
道
会
Ａ
チ
ー
ム
、
馬

門
ク
ロ
カ
ン
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
、

若
葉
小
学
校
（
ス
キ
ー
競
技
）

文化特別賞　野沢　省吾さん

野辺地町・野辺地町教育委員会
文化・スポーツ賞授与式

スポーツ功労賞　杉山　勝利さん
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第50回手紙作文コンクール「暑中見舞い賞」を受賞

寒い冬に温かいプレゼント！

浜町自治会に自主防災組織誕生

文化財を火事から守ろう！

　

野
辺
地
小
学
校
の
阿
部
凜
さ
ん

（
６
年
）
が
「
第
50
回
手
紙
作
文

コ
ン
ク
ー
ル
」
の
は
が
き
作
文
部

門
で
「
暑
中
見
舞
い
賞
」
を
受
賞

し
、
野
辺
地
郵
便
局
の
畠
山
智
局

長
か
ら
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　

阿
部
さ
ん
の
作
品
は
、
日
本
郵

便
局
株
式
会
社
が
主
催
す
る
「
第

50
回
手
紙
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
」
は

が
き
作
文
部
門
で
、
応
募
総
数

全
国
約
４
万
４
千
点
の
中
か
ら
、

１
６
２
点
の
入
賞
作
品
の
一
つ
に

選
ば
れ
ま
し
た
。
作
品
は
、
離
れ

て
暮
ら
す
祖
母
に
宛
て
た
暑
中
見

舞
い
で
「
祖
母
が
作
っ
た
浴
衣
を

友
達
に
褒
め
ら
れ
た
こ
と
に
対
す

る
嬉
し
さ
や
感
謝
の
気
持
ち
、
こ

れ
か
ら
も
元
気
で
長
生
き
し
て
ほ

し
い
」
と
い
う
思
い
が
綴
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

阿
部
さ
ん
は
「
こ
れ
か
ら
も
、

お
世
話
に
な
っ
た
人
に
は
手
紙
を

書
い
て
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
た

い
」
と
笑
顔
で
話
し
て
い
ま
し
た
。

な
お
、
入
賞
作
品
は
日
本
郵
便
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

町
在
学
青
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会

は
２
月
10
日
、
一
人
暮
ら
し
の
老

人
宅
を
訪
問
し
、
除
雪
や
手
作
り

お
菓
子
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
な
ど
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
野
辺
地
高
・
野
辺
地

西
高
の
生
徒
ら
18
人
が
参
加
し
、

除
雪
班
と
お
菓
子
作
り
班
に
分
か

れ
て
活
動
。
除
雪
班
は
４
軒
の
一

人
暮
ら
し
老
人
宅
の
玄
関
先
な
ど

を
除
雪
し
、
お
菓
子
作
り
班
は
蒸

し
パ
ン
を
作
っ
た
後
、
一
軒
一
軒

を
回
り
、「
心
を
込
め
て
作
り
ま

し
た
」
な
ど
と
言
っ
て
手
渡
し
ま

し
た
。

　

除
雪
を
し
て
も
ら
っ
た
方
は

「
足
が
悪
く
、
自
分
で
除
雪
す
る

こ
と
が
難
し
い
の
で
本
当
に
助
か

り
ま
し
た
。
お
菓
子
ま
で
い
た
だ

き
と
て
も
う
れ
し
い
」
と
話
し
、

と
満
面
の
笑
顔
で
お
礼
を
伝
え
て

い
ま
し
た
。

　

浜
町
自
治
会
に
お
い
て
自
主
防

災
組
織
が
２
月
２
日
に
組
織
さ
れ
、

町
か
ら
認
定
書
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

浜
町
自
治
会
自
主
防
災
組
織
で

は
、
自
治
会
の
班
ご
と
に
消
火

班
・
給
食
班
な
ど
の
役
割
分
担
を

定
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
班
長
を

務
め
た
翌
年
に
副
班
長
と
し
て
班

長
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
で
、
一

部
の
人
だ
け
に
負
担
を
か
け
ず
、

組
織
全
体
で
自
主
防
災
活
動
が
行

え
る
よ
う
工
夫
し
て
い
ま
す
。

　

五
十
嵐
健
蔵
会
長
は
「
こ
れ
ま

で
も
隣
近
所
仲
良
く
、
楽
し
く
を

テ
ー
マ
に
清
掃
活
動
や
自
治
会
活

動
な
ど
を
行
い
、
地
域
の
つ
な
が

り
を
大
切
に
し
て
き
た
。
今
後
も
、

自
主
防
災
組
織
の
結
成
を
機
に
、

住
民
同
士
の
更
な
る
繋
が
り
を
深

め
る
と
と
も
に
、
よ
り
一
層
の
緊

張
感
を
持
っ
て
災
害
時
に
備
え
た

い
」
と
展
望
を
述
べ
ま
し
た
。

　

町
歴
史
民
俗
資
料
館
と
野
辺
地

消
防
署
は
１
月
26
日
、「
文
化
財

防
火
デ
ー
」
に
あ
わ
せ
た
防
火
訓

練
を
国
登
録
有
形
文
化
財
「
旧
野

村
家
住
宅
離
れ
（
行
在
所
）」
で

行
い
、
町
職
員
ら
の
防
火
意
識
の

高
揚
を
図
り
ま
し
た
。

　

訓
練
は
、
行
在
所
の
主
座
敷
襖

か
ら
の
不
審
火
に
よ
り
火
災
が
発

生
し
た
こ
と
を
想
定
し
て
実
施
さ

れ
、
通
報
・
初
期
消
火
訓
練
や
、

消
防
署
員
に
よ
る
放
水
訓
練
な
ど

を
行
い
ま
し
た
。

　

文
化
財
防
火
デ
ー
は
、
昭
和
24

年
に
現
存
す
る
最
古
の
木
造
建
造

物
の
法
隆
寺
（
奈
良
県
）
の
金
堂

が
炎
上
し
壁
画
が
消
失
し
た
こ
と

か
ら
、
昭
和
30
年
に
制
定
さ
れ
、

全
国
各
地
で
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

井
上
副
消
防
署
長
は
「
火
災
は
誰

か
が
消
し
て
く
れ
る
と
思
わ
ず
自

ら
行
動
で
き
る
よ
う
防
災
知
識
を

高
め
て
ほ
し
い
」
と
講
評
し
ま
し

た
。

阿部凜さん
入賞おめでとうございます

これからも元気で長生きしてください！

認定書を手に決意を語る五十嵐会長

行在所前で行われた放水訓練
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野辺地町地方創生塾では、町が少子高齢化・人口減少社会を迎えている状況の中で、

■町の強みと弱みは何か

■町として何ができて何ができないのか

■町を活性化させるために何をすればよいか

■『まちづくり総合計画』及び『まち・ひと・しごと創生総合戦略』に掲げる町の

　将来ビジョンを実現させるためにはどうしたらよいか

といった点について、町民と若手の役場職員が一体となり、平成２８年度から議論・
検討を行ってきました。（アドバイザー：末永洋一先生（青森大学名誉教授））

　この度、①観光分野、②農林水産分野、③人財育成分野の３分野について、
当塾の２年間に渡る議論・検討の成果に係る発表会を、下記のとおり開催することとしました。

　　どなたでも参加可能ですので、お気軽にご参加ください。

　お申込みにあたりましては、下記問合先をご参照の上、電話・ＦＡＸいずれかの方法により、お願
いいたします。
　本内容につきましては、町ホームページ内の「各課からのお知らせ（地域戦略課）」にも掲載いた
しますので、ご参照ください。

「野辺地町地方創生塾　発表会」開催のお知らせ

青森銀行野辺地支店びわの会様より
スポーツ振興のため� 200,000円
町社会福祉協議会へ� 175,000円

町
へ
の
御
寄
附

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

有戸はまなすふれあいセンター利用者一同より
有戸はまなすふれあいセンター
維持管理費として� 150,000円

若葉小学校６年　鳥谷部　光優　さん

祝　

第
59
回
Ｎ
Ｈ
Ｋ
杯
青
森
県

卓
球
選
手
権
大
会　

優
勝大正７年２月生まれ　富田　夕子　さん

１
０
０
歳

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

沢山のご参加、

お待ちして

おります！！

日　時：３月８日（木）１７時３０分～１９時２０分頃

場　所：中央公民館第三会議室
参加費：無料
問合先：役場 地域戦略課
　　　　　　電　話：６４－２１１１（内線２６１）
　　　　　　ＦＡＸ：６４－７１３０
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まちの

お知らせ

まちの

お知らせ

まちの人口

無料相談案内

平成30年１月末現在（前月比）
人　口� 13,552名　（－ 10）
　男� 6,360名　（－ 10）
　女� 7,192名　（±　 0）
世帯数� 6,557世帯（＋　 7）

●年金相談
（年金全般に関すること）
４月18日（水）10時～15時
中央公民館　※３月はお休みです
☎017-752-6600（要予約）
●人権相談
（人権擁護に関すること）
４月３日（火）９時～12時
中央公民館　※３月はお休みです
相談担当：人権擁護委員
●弁護士無料相談
（民事・一般に関すること）
４月６日（金）　14時～
☎64-2111総務課
老人福祉センター
※要予約：３月23日（金）まで
●児童家庭相談
（養護・児童虐待に関すること）
月～金曜（祝日を除く）
10時～16時
介護・福祉課　☎65-1777
●行政相談
（行政に関する苦情・要望等）
３月20日（火）９時～12時
役場相談室　
●教育相談
（しつけ・いじめ等に関すること）
月～金曜（祝日を除く）
10時～16時
教育委員会　☎64-2119
●電話介護相談
月～金曜（祝日を除く）
９時～16時
健康増進センター　☎65-1777

役場　☎64－2111

高
齢
者
等
通
院
時
タ
ク
シ
ー

�

利
用
料
金
助
成
の
お
知
ら
せ

　

高
齢
者
及
び
障
害
者
を
対
象
に

「
通
院
時
タ
ク
シ
ー
利
用
料
金
助
成

券
」
を
発
行
し
、
医
療
機
関
に
通
院

す
る
際
に
利
用
す
る
タ
ク
シ
ー
初
乗

運
賃
を
助
成
し
ま
す
。
希
望
す
る
方

は
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
対
象
者

　

野
辺
地
町
に
住
所
を
有
す
る
町
民

税
が
非
課
税
の
方
で
、
次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
方
。

①�

毎
年
４
月
１
日
現
在
、
満
70
歳
以

上
の
方

②�

身
体
障
害
者
手
帳
１
級
、
２
級
を

所
持
し
て
い
る
方

③�

精
神
障
害
者
福
祉
手
帳
１
級
を
所

持
し
て
い
る
方

④�

愛
護
手
帳
Ａ
を
所
持
し
て
い
る
方

※�

前
記
に
該
当
し
て
も
次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
方
は
、
対
象
外
に

な
り
ま
す
。

①�

世
帯
分
離
し
て
い
る
が
、
事
実
上

町
民
税
課
税
者
と
同
居
し
て
い
る

方
②�

対
象
者
本
人
が
常
に
自
動
車
を
使

用
し
て
い
る
方

③�

象
者
の
通
院
等
を
理
由
に
自
動
車

税
の
減
免
を
受
け
て
い
る
方

④�

生
活
保
護
や
人
工
透
析
等
で
他
の

制
度
か
ら
交
通
費
の
助
成
を
受
け

て
い
る
方

◆
助
成
券
の
枚
数

　

利
用
が
認
め
ら
れ
た
月
の
翌
月
か

ら
翌
年
の
３
月
ま
で
、
１
月
あ
た
り

２
枚
。

◆
申
請
期
間
・
申
請
場
所

　

３
月
１
日
（
木
）
か
ら
役
場
介

護
・
福
祉
課
窓
口
で
受
付
開
始
。

※�

４
月
か
ら
利
用
し
た
い
方
は
、
３

月
中
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

（�

前
年
度
か
ら
引
き
続
き
利
用
す
る

方
も
、
申
請
が
必
要
で
す
。）

◆
持
参
す
る
物

　

免
許
証
・
健
康
保
険
証
等
（
本
人

確
認
が
で
き
る
物
）、
印
鑑
、
障
害

者
手
帳
（
該
当
す
る
方
）

◆
問
合
先

　

介
護
・
福
祉
課
（
内
線
２
４
７
）

高
齢
者
入
浴
サ
ー
ビ
ス

�

の
お
知
ら
せ

　

町
内
の
公
衆
浴
場
で
利
用
で
き

る
「
高
齢
者
入
浴
サ
ー
ビ
ス
券
」
の

受
付
を
行
い
ま
す
。
希
望
す
る
方
は
、

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
対
象
者

　

毎
年
４
月
１
日
現
在
、
満
65
歳
以

上
の
一
人
暮
ら
し
及
び
高
齢
者
の
み

の
世
帯
で
あ
っ
て
、
町
民
税
が
非
課

税
の
方
。

◆
入
浴
サ
ー
ビ
ス
券
の
枚
数

　

利
用
が
認
め
ら
れ
た
月
の
翌
月
か

ら
翌
年
の
３
月
ま
で
、
１
月
あ
た
り

１
枚
。

※�

サ
ー
ビ
ス
券
利
用
時
は
、
自
己
負

担
金
１
０
０
円
が
必
要
で
す
。

◆
申
請
期
間
・
申
請
場
所

　

３
月
１
日
（
木
）
か
ら
役
場
介

護
・
福
祉
課
窓
口
で
受
付
開
始
。

※�

４
月
か
ら
利
用
し
た
い
方
は
、
３

月
中
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

（�

前
年
度
か
ら
引
き
続
き
利
用
す
る

方
も
、
申
請
が
必
要
で
す
。）

◆
持
参
す
る
物

　

免
許
証
、
健
康
保
険
証
等
（
本
人

確
認
が
で
き
る
物
）・
印
鑑

◆
問
合
先

　

介
護
・
福
祉
課　
（
内
線
２
４
７
）

「
被
害
者
支
援
活
動
員

�

第
８
期
生　
募
集
」

　

あ
お
も
り
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー

は
、
犯
罪
・
交
通
事
故
に
よ
り
被
害

を
受
け
た
方
や
そ
の
ご
家
族
、
ご
遺

族
に
、
電
話
・
面
接
相
談
や
直
接
的

支
援
な
ど
の
支
援
を
行
う
民
間
の
団

体
で
す
。
支
援
活
動
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
方
々
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
お
り

ま
す
。
た
だ
今
、
支
援
活
動
員
を
募

集
し
て
お
り
ま
す
。
養
成
講
座
は
４

月
か
ら
概
ね
１
年
間
で
毎
月
１
回
程

度
実
施
し
ま
す
。
あ
な
た
も
私
た
ち

の
活
動
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

募
集
要
項
は
役
場
に
設
置
し
て
い
る

ほ
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.aom

ori-vs.com

）

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

◆
応
募
期
間　
１
月
～
３
月
30
日

◆
問
合
先

　

あ
お
も
り
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー

　

事
務
局

　

☎
０
１
７

－

７
１
８

－

２
０
８
５

　
　

平
日
10
時
か
ら
17
時
ま
で

平成30年１月末の人身事故発生状況
区分

町村別

平成30年 平成29年
前年比１月中

（単月）
１月末
（累計）

１月末
（累計）

発
生
死
者
傷
者
発
生
死
者
傷
者
発
生
死
者
傷
者
発
生
死
者
傷
者

野辺地町 0 0 0 0 0 0 1 0 1 －1 ＋0 －1

横 浜 町 1 0 1 1 0 1 0 0 0 ＋1 ＋0 ＋1

六ヶ所村 4 0 5 4 0 5 1 0 3 ＋3 ＋0 ＋2

合 計 5 0 6 5 0 6 2 0 4 ＋3 ＋0 ＋2
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　平成30年４月から入院時の食費及び医療療養病床に入院している方の居住費の負担額が変わります。
現在（平成30年３月31日まで）

所 得 区 分
一 般 病 床・
精 神 病 床 等

療　　養　　病　　床

医療の必要性の低い方 医療の必要性の高い方
（指定難病の方以外）

食費（１食） 食費（１食） 居住費（１日） 食費（１食） 居住費（１日）

一 般
（課税世帯）

360円（※１）
標準負担額

生活療養（Ⅰ）
460円

370円 360円（※１） 200円（※３）
生活療養（Ⅱ）
420円

低 所 得 Ⅱ 210円（※２） 210円 370円 210円（※２） 200円（※３）

低 所 得 Ⅰ 100円 130円 370円 100円 200円（※３）

老齢福祉年金
受 給 者 100円 100円 ０円 100円 ０円

　　　　　　　　　　　⬇
平成30年４月１日から

所 得 区 分
一 般 病 床・
精 神 病 床 等

療　　養　　病　　床

医療の必要性の低い方 医療の必要性の高い方
（指定難病の方以外）

食費（１食） 食費（１食） 居住費（１日） 食費（１食） 居住費（１日）

一 般
（課税世帯）

460円（※１）
標準負担額

生活療養（Ⅰ）
460円

370円

生活療養（Ⅰ）
460円（※１）

370円（※３）
生活療養（Ⅱ）
420円

生活療養（Ⅱ）
420円（※１）

低 所 得 Ⅱ 210円（※２） 210円 370円 210円（※２） 370円（※３）

低 所 得 Ⅰ 100円 130円 370円 100円 370円（※３）

老齢福祉年金
受 給 者 100円 100円 ０円 100円 ０円

（※１）�指定難病の方または平成27年４月１日から継続して精神病床に入院している方は、260円となります。
（※２）�申請日より過去12ヶ月の入院日数が91日以上の方は160円となります。�適用を受けるためには町民課窓

口での申請が必要です。申請には入院日数が90日を超えていることが確認できるもの（領収書等）が必
要です。

（※３）指定難病の方は０円のまま据え置かれます。

　国民健康保険や後期高齢者医療に加入している方で、町民税非課税世帯の方は、入院時に医
療機関の窓口で「標準負担額減額認定証」を提示すると、入院時食事療養費の自己負担額が上
記のとおり減額となります。
　「標準負担額減額認定証」は町民課窓口で申請してください。

問合せ先：町民課　国保・後期高齢者医療・年金担当　☎0175－64－2111
　　　　　または　青森県後期高齢者医療広域連合　　☎017－721－3821

入院時の食費等が変わります平成30年
４月から
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愛
車
の
住
所
変
更
も

�

忘
れ
ず
に

　

毎
年
の
自
動
車
税
の
納
税
通
知
書

は
、
原
則
と
し
て
そ
の
年
の
４
月
１

日
現
在
の
車
検
証
に
記
載
さ
れ
て
い

る
住
所
に
お
送
り
し
て
い
ま
す
。

　

お
引
越
し
な
ど
で
住
所
が
変
わ
っ

た
場
合
は
、
運
輸
支
局
で
「
車
検
証

の
住
所
の
変
更
登
録
」
を
忘
れ
ず
に

行
っ
て
く
だ
さ
い
。
住
民
票
の
移
動

手
続
き
だ
け
で
は
車
検
証
の
住
所
は

変
更
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

や
む
を
得
ず
、
今
年
度
の
３
月
末

日
ま
で
に
車
検
証
の
住
所
の
変
更
登

録
が
で
き
な
い
場
合
で
、
翌
年
度
の

自
動
車
税
の
納
税
通
知
書
の
送
付
先

を
変
更
し
た
い
場
合
は
、
電
話
又
は

Ｆ
Ａ
Ｘ
に
よ
り
上
北
地
域
県
民
局
県

税
部
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
青
森
県
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
あ
る
「
青
森
県
電
子
申
請
・
届
出

シ
ス
テ
ム
」
内
の
「
自
動
車
税
住
所

変
更
届
」
か
ら
も
新
し
い
住
所
の
届

出
が
可
能
で
す
。

◆
問
合
先

◇
自
動
車
税
に
つ
い
て

　

上
北
地
域
県
民
局
県
税
部
課
税
課

　

☎
０
１
７
６

－
22

－
８
１
１
１

◇
自
動
車
の
登
録
手
続
に
つ
い
て

　

東
北
運
輸
局
青
森
運
輸
支
局

　

☎
０
５
０

－
５
５
４
０

－

２
０
０
８

石
綿
関
連
疾
病
に
関
す
る

�

労
災
補
償
等
に
つ
い
て

　

石
綿
を
吸
い
込
む
こ
と
に
よ
り
発

症
す
る
疾
病
に
は
肺
が
ん
、
中
皮
腫
、

石
綿
肺
、
び
ま
ん
性
胸
膜
肥
厚
、
良

性
石
綿
胸
水
な
ど
呼
吸
器
系
疾
病
が

多
く
、
そ
の
潜
伏
期
間
は
石
綿
を

吸
っ
て
か
ら
三
十
年
以
上
と
非
常
に

長
い
こ
と
が
特
徴
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
呼
吸
器
系
疾
病
が
石
綿

を
吸
っ
た
こ
と
が
原
因
で
あ
る
と
認

定
さ
れ
た
方
に
は
、
国
が
運
営
す
る

労
災
保
険
制
度
若
し
く
は
石
綿
健
康

被
害
救
済
制
度
か
ら
各
種
給
付
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

も
し
、
ご
家
族
の
な
か
で
、
仕
事

で
石
綿
を
扱
い
、
ま
た
は
吸
っ
た
こ

と
が
あ
り
、
肺
が
ん
、
中
皮
腫
等
の

呼
吸
器
系
疾
病
に
か
か
っ
た
方
、
も

し
く
は
亡
く
な
ら
れ
た
方
が
い
ま
し

た
ら
左
記
の
お
問
い
合
わ
せ
先
ま
で

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
問
合
先

◇
青
森
労
働
局
労
災
補
償
課

　

☎
０
１
７

－

７
３
４

－

４
１
１
５

◇
十
和
田
労
働
基
準
監
督
署

　

☎
０
１
７
６

－

２
３

－

２
７
８
０

ハ
ガ
キ
に
よ
る

�

架
空
請
求
に
つ
い
て

　

ハ
ガ
キ
に
よ
る
架
空
請
求
の
相
談

が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

行
政
機
関
を
装
い
、「
未
納
料
金

の
訴
訟
最
終
告
知
」
等
と
書
か
れ
た

　

当
町
職
員
の
非
違
行
為
に
つ
い
て
、

地
方
公
務
員
法
第
29
条
に
基
づ
く
懲

戒
処
分
を
行
い
ま
し
た
の
で
公
表
し

ま
す
。

◆
被
処
分
者

　

所
属　

建
設
環
境
課

　

職
名　

主
査

　

年
齢　

32
歳

　

性
別　

男

◆
処
分
期
日

　

平
成
30
年
２
月
６
日

◆
処
分
内
容

　

停
職
１
箇
月

◆
事
案
概
要
及
び
処
分
理
由

　

当
該
職
員
は
、
異
動
前
の
平
成
27

年
度
及
び
平
成
28
年
度
に
担
当
し
て

い
た
町
民
課
国
民
年
金
事
務
に
お
い

て
、
上
司
か
ら
再
三
に
渡
っ
て
指
導

を
受
け
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
届

出
の
あ
っ
た
申
請
書
等
の
適
切
な
処

理
を
怠
り
、
長
期
間
放
置
し
て
い
た
。

　

ま
た
、
平
成
29
年
６
月
か
ら
平
成

30
年
１
月
ま
で
の
間
、
上
司
か
ら
再

三
に
渡
っ
て
指
導
を
受
け
て
い
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
欠
勤
を
33
日
と
２

時
間
45
分
繰
り
返
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
行
為
は
、
地
方
公
務
員

法
第
32
条
（
法
令
等
及
び
上
司
の
職

務
上
の
命
令
に
従
う
義
務
）、
第
33

条
（
信
用
失
墜
行
為
の
禁
止
）
及
び

第
35
条
（
職
務
に
専
念
す
る
義
務
）

の
規
定
に
違
反
す
る
こ
と
か
ら
処
分

し
た
も
の
で
あ
る
。

◆
そ
の
他
関
係
職
員
の
処
分

　

国
民
年
金
事
務
の
不
適
正
処
理
に

係
る
管
理
監
督
責
任
と
し
て
、
同
日

付
け
で
、
当
時
の
所
属
課
長
を
口
頭

に
よ
り
注
意
し
た
。

◆
町
長
か
ら

　

こ
の
度
の
当
該
職
員
の
行
為
は
、

公
務
員
と
し
て
の
職
務
上
の
義
務
に

違
反
し
、
町
政
の
執
行
及
び
職
員
全

体
の
信
頼
・
信
用
を
著
し
く
失
墜
さ

せ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

全
庁
あ
げ
て
綱
紀
粛
清
及
び
服
務

規
律
確
保
に
取
組
ん
で
い
る
中
、
こ

の
よ
う
な
事
態
を
招
い
た
こ
と
に
対

し
ま
し
て
、
町
民
及
び
関
係
者
の
皆

様
に
心
か
ら
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
後
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
な
い
よ

う
、
今
ま
で
以
上
に
職
員
へ
の
指
導

を
徹
底
し
、
再
発
防
止
と
町
民
の
皆

様
の
信
頼
回
復
に
全
力
を
尽
く
し
て

参
り
ま
す
。

ハ
ガ
キ
が
自
宅
に
届
き
、
文
面
に

「
訴
訟
を
起
こ
す
」「
差
し
押
さ
え
」

な
ど
と
法
律
用
語
を
使
っ
て
不
安
を

あ
お
り
、
ハ
ガ
キ
に
記
載
の
あ
る
連

絡
先
に
連
絡
す
る
と
お
金
を
要
求
さ

れ
た
り
、
電
話
番
号
等
の
個
人
情
報

を
知
ら
れ
て
し
ま
っ
た
り
す
る
ケ
ー

ス
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
ハ
ガ
キ
が
届
い
て
も
、

決
し
て
連
絡
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

少
し
で
も
不
安
に
思
っ
た
と
き
は
左

記
の
相
談
窓
口
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
相
談
窓
口

◇
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　

☎
１
１
８

◇
三
沢
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
１
７
６

－

53

－

５
３
５
０

国
土
交
通
省
か
ら
の

�

重
要
な
お
知
ら
せ

　

タ
カ
タ
製
エ
ア
バ
ッ
グ
リ
コ
ー
ル
未

改
修
車
は
、
平
成
30
年
５
月
か
ら
車

検
が
通
ら
な
く
な
り
ま
す
。
早
急
に

リ
コ
ー
ル
作
業
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

◆
措
置
対
象
か
確
認
！

　

「
リ
コ
ー
ル
情
報
検
索
ア
プ
リ
」

で
検
索
で
き
ま
す
。

◆
問
合
先

　

国
土
交
通
省
タ
カ
タ
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
０
３

－

５
５
３
９

－

０
４
５
２

借
金
に
関
す
る
相
談
窓
口

　

相
談
員
が
借
金
の
状
況
等
を
お
伺

い
し
、
必
要
に
応
じ
て
、
弁
護
士
相

談
等
の
無
料
法
律
相
談
や
専
門
機
関

に
引
き
継
ぎ
を
行
い
ま
す
。
相
談
は

秘
密
厳
守
・
無
料
。
お
電
話
で
の
相

談
も
可
能
で
す
。

◆
相
談
専
用
電
話

　

☎
０
１
７

－

７
７
４

－

６
４
８
８

◆
場
所

　

青
森
合
同
庁
舎
３
階

（
青
森
市
新
町
２
丁
目
）

　

青
森
財
務
事
務
所

◆
受
付

　

月
～
金
（
祝
日
・
年
末
年
始
を
除

く
）
８
時
30
分
～
12
時
、
13
時
～
16

時
30
分

町
職
員
の

�

懲
戒
処
分
に
つ
い
て

8

お知らせ


